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当センターで行われている離職者訓練用訓練課題に関する調査研究報告として、本調査

研究の５カ年の取り組みをまとめ、これまでの訓練課題の整備及び活用状況と訓練課題の

活用率を向上させるための訓練課題の見せる化の取り組みについて報告した。最終年度と

なる平成２６年度までに、３系（機械系、電気・電子系、居住系）の評価課題を概ね整備

することができた。また、訓練課題の見せる化として取り組んだ訓練課題毎の訓練情報が

確認できるキャラクターシートの考案により更なる活用の向上も期待される。

今後は訓練課題の更なる利活用のあり方を検討する必要がある。本調査研究では、シス

テム・ユニット訓練において習得度測定が実施される「訓練到達目標（１システム）」や「仕

上がり像（３システム）」に対して訓練課題の整備を行ってきた。しかしながら、今般の技

術革新などに伴う人材ニーズの変化に対応するため、地域ニーズや生産現場の技能・技術

などの変化に応じて、訓練科やカリキュラムモデルの見直しが逐次図られている。そのた

め、「訓練到達目標」や「仕上がり像」も変更となり、その都度、多大な労力と時間をかけ

て訓練課題の開発及びメンテナンスが行われている。そこで、例えば、現在整備されてい

る訓練課題を技術要素毎に整理しなおし、その技術要素を組み合わせて新たな訓練課題を

開発することで、弾力的かつ即応的に訓練科やカリキュラムモデルの見直しに対応できる

と考えられる。その結果、整備の効率化を図ることが可能となり、更なる利活用の向上も

期待される。

また、訓練課題を利活用した就職活動支援ツールの開発、例えば、習得度測定結果や実

技課題の成果物だけを就職活動に活用するの ではなく、 ICT （ Information and 

Communications Technology）を活用し、実技課題への取り組み姿勢や受講生の技能を映像

で記録、就職支援ツール化して、受講生の習得スキルの見せ方を工夫することで訓練課題

の新たな利活用方法が考えられる。そのことで、受講生の就職活動を意識した訓練課題の

開発が行われ、訓練課題の品質向上にも繋がり、更なる利活用の向上も期待できると考え

られるのではないだろうか。
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